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小山正善教授略歴
一九五〇年一一月一三日
　
島根県に生まれる
一九七〇年四月
　　　　　
岡山大学法文学部法学科入学
一九七五年三月
　　　　　
同卒業
一九七五年四月
　　　
大阪大学大学院 学研究科前期課程入学
一九七七年三月
　　　
同修了
一九七七年四月
　　　
大阪大学大学院法 研究科博士後期課程進学
一九八 年三月
　　　
同単位取得退学
一九八 年四月
　　　
山口大学経済 部講師
一九八三年 月
　　　
山口大学経済学部助教授
一九九二年四月
　　　
山口大学経済 部教授
一九九七年四月
　　　
姫路獨協大学法学部教授
二〇〇四年 〇月
　　　　
岡山大学法学部教授
二〇〇七年四月
　　　
岡山大学大学院社会文化科学研究科教授
二〇一 年四月
　　　　　
岡山大学法学部長 （二〇一六年三月まで）
二〇一六年三月
　　　
岡山大学退職
1327
六三三
主要業績目録
共著書
『基礎憲法』 （共著）
法律文化社
一九九二年
『行政法』 （共著）
有斐閣
一九九三年 （初版） 、一九九四年 （改訂版）
『行政法演習Ⅰ』 （共著）
成文堂
一九九七年
『資料・現代行政法
法律文化社
一九九六年、 二〇〇四年 （第二版） 、 二〇〇八年 （第三版）
『新版・基礎憲法』
法律文化社
一九九 年
『レクチャー 』 （共著）
法律文化社
二〇〇 年、 二〇〇四 第二版） 、 二〇一 年 （第三版）
『基本法コンメンタール・地方自治法』 （共著）
日本評論社
二〇〇一年 （第四版）
『ファンダメンタル地方自治
法律文化社
二〇〇四年、
 二〇〇九年 （第二版）
『新版行政法』 （共著）
有斐閣
二〇〇九年
論
　　
説
西ドイツにおける措置法（
M
assnahm
egesetz ）
論争の概観①
阪大法学一一五号
一九八〇年
西ドイツにおける措置法（
M
assnahm
egesetz ）
論争の概観②
阪大法学一二〇号
一九八一年
法律の「一般性」に関する一考察　
―「措置法」概念に関連して―
山口経済学雑誌三二巻三・四
一九八三年
行政法学における「参加」に関する一考察
山口経済学雑誌三四巻六号
一九八五年
手続瑕疵ある行政行為の法的効果について①
山口経済学雑誌三六巻三・四号
一九八七年
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手続瑕疵ある行政行為の法的効果について②
山口経済学雑誌三六巻五・六号
一九八七年
手続瑕疵ある行政 為の法的効果について③
山口経済学雑誌三七巻一
･ 二号
一九八七年
「遂行的確認訴訟」について
山口経済学雑誌三七巻五
･ 六号
一九八八年
取消訴訟理論からみた手続瑕疵
山口経済学雑誌四〇巻一
･ 二号
一九九一年
ドイツの行政手続法の概要と特色
法律時報六五巻六号
一九九三年
省庁研究④・林野庁
行政財政研究二〇号
一九九四年
ドイツ連邦行政裁判所の裁判例にみる理由の提示と理由の補正　
―連邦行政手続法の制定以前―
阿部照哉・伊藤公一・土居靖美編『現代国家の制度と人権』 （法律文化社）
一九九七年
ドイツ連邦行政裁判所の裁判例にみる理由の提示と理由の補正　
―連邦行政手続法の制定以降―
姫路法学二五
･ 二六号
一九九九年
森林・林業行政と民営化・民間委託
原野翹・浜川清・晴山一穂編『民営化と公共性の確保』 （法律文化社）
二〇〇三年
林野行政の展開と公共性
神長勲・紙野健二・市橋克哉編『公共性の法構造』 （勁草書房）
二〇〇四年
確認訴訟に関する一考察　
―ドイツの議論を参考にして―
村上武則・高橋明男・松本和彦編『法治国家の展開と現代的構成』 （法律文化社）
二〇〇七年
教科書検定手続と行政手続法
法学会雑誌六〇巻二号
二〇一〇年
ドイツ連邦行政裁判所の判例に見る一般的確認訴訟の対象
岡山大 創立六〇周年記念論文集『法学と政治学の新たなる展開』 （有斐閣）
二〇一 年
1329
六三五
そ
  の
  他
パウル・ケーウェンヘルスター「西ドイツにおける憲法制度改革の諸問題と二者択一」 （共訳）
阪大法学一〇五号
一九七八年
書評・原野翹著『現代行政法と地方自治』
姫路法学二九
･ 三〇号
二〇〇〇年
ジュリスト・行政法の争点（ 「代執行の要件 ）
二〇〇四年（第三版）
原野翹先生を偲ぶ
法の科学三八号
二〇〇七年
判例評釈・産廃施設の使用につき許可を要しないことが争われた事例
法学会雑誌五九巻二号
二〇〇九年
判例評釈・運転免許停止処分と訴え 利益
行政判例百選Ⅱ
二〇一二年（第六版）
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